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岡山県生まれ。翻訳家、法政大学社会学部教授。法政大学文学部英文学科卒業後、同大学院修了。
訳書は児童書、一般書、ノンフィクションなど580点以上。日本にヤングアダルト（YA）というジャンルを紹介。
中学校英語教科書『Here We Go!』（光村図書）の編集委員を務める。

金原瑞人
かねはら・みずひと

米には、cumulative taleとかcumulative 

songとかよばれるものがあります。いわゆる

「積み上げ式」のお話や歌です。いちばん有名なのは

The House That Jack Builtでしょう。

1．This is the house that Jack built.

2．This is the malt

That lay in the house that Jack built.

3．This is the rat,

That ate the malt

That lay in the house that Jack built.

というふうに続いていきます。この形をうまく使った楽し

い絵本がこれ。表紙を見てのとおり、ネコの絵本で、

文章はこんなふうに続きます。

1．The cat from France / liked to sing and

dance.

2．The cat from Spain / flew an aeroplane.

The cat from France / liked to sing and 

dance.

　こんなふうに増えていって、最後は“The cat from 

Japan / waved a big blue fan.”から始まります。そし

て7か国のネコが勢ぞろい。それぞれ脚韻を踏んでい

るのはわかりますよね。なので、ドイツのネコだけは

“The cat from Berlin / played the violin.”と、国

名ではなく都市名で紹介されています。短く歯切れのい

い言葉で作られた詩と絵がとてもユーモラスで、特にノ

ルウェーの太ったネコが玄関でつっかえているところは

笑えます。

　そのうえ、各国のネコとネコの間に必ず、箱に入った

ネコの絵と“But MY cat likes to hide in boxes.”と

いう言葉がはさまれます。これがまた、かわいい。どん

な箱に入っているかは、本を開いてみてのお楽しみ。

　どの詩も実にシンプルな作りになっているので、これ

をお手本に、みんなでいろんな国のネコの詩を作ること

もできます。The cat from Turkey / lost the precious 

key.とか、The cat from Spain / loved the rain in 

plain.とか。
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My Cat Likes to 
Hide in Boxes
著者：Eve Sutton
イラスト：Lynley Dodd
出版社：Puffin Books

一般財団法人「言語教育振興財団」では、
令和4年度も小・中・高等学校、大学、
教育研究団体等を対象として、
今日の情報化・国際化・多様化の進展を踏まえ、
言語教育（国語教育・外国語教育等）の
充実・発展を図るために、理論と実践の分野について
優れた研究開発を行う団体または
個人に対して助成を行います。

令和4年度
「言語教育振興財団」
研究助成金一般公募の

お知らせ

決定・発表・交付 
令和4年2月に当財団「選考会」にて選考を行
い、選考結果は3月末までに文書にて通知しま
す。交付は、4月末までに指定された金融機関
に振り込みます。

問い合わせ先
一般財団法人
言語教育振興財団 事務局
〒141-0021
東京都品川区上大崎2-19-9
TEL＆FAX 03-3493-7340
E-mail:gengo-k@star.ocn.ne.jp
※詳細につきましては、
財団のウェブサイト（https://gengo-k.jp）を
ご覧ください。

応募方法・締め切り

▲

 研究開発活動についての企画書または実施
した実践報告書等の参考書類を添えて、別
に定める「助成金交付申請書」を、令和3年
12月20日（月）必着で、当財団事務局に郵送
のこと。

▲

「助成金交付申請書」を希望される方は、返
信用切手（120円）を同封の上、当財団事務
局までお申し込みいただくか、財団ウェブサ
イトから申請書をダウンロードしてください。研究期間

令和4年4月～令和5年3月（原則１年間）

応募資格
言語教育（国語、英語、日本語、道徳等）に関し
て研究開発を行う教員及び教育開発を行う
小・中・高等学校・大学・教育研究団体（学校
の学年・教科単位を含む）、上記に準ずると見
なされる団体及び個人

助成内容
❶言語教育の内容・方法に関するもの
　（教育内容・方法部門）

❸教育機器を利用した言語教育の在り方に
関するもの（教育機器部門）

❷言語教育教材の質的向上に関するもの
　（教材部門）

助成件数及び金額

▲

助成件数は60件程度

▲

助成金額は１件につき原則として、
学校・団体20万～35万円、
個人15万～25万円

▲

助成金の使途は、研究に直接関係するもの
に限ります。インフラ整備のための物品購入
は対象となりません。研修出張費は、交付
額の30％を限度とし、研究に関係しない研
修出張費は助成の対象とはなりません。

助成金使途の制限
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